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ミクログリアは、中枢神経系の変性疾患や⾃⼰免疫疾患の病態に深く関与する。我々は、アミロイドβ病
態におけるミクログリアの重要な制御因⼦として、Tim3を⾒出した。Tim3はミクログリアの機能を精密制御
しており、治療標的候補になると考えている。⼀⽅、我々はresident memory様 T細胞（Trm様細胞）
が、⾃⼰免疫疾患である多発性硬化症や、⼀部の神経変性疾患の髄液で増加していることを⾒出した。
Trm細胞とミクログリアの相互作⽤による「慢性炎症」形成が、こうした難治性病態に⼀部共通して関与し
ている可能性がある。本講演では、中枢神経系の難治性病態におけるミクログリアの役割について、最新
の知⾒を交えてお話ししたい。
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